
操
業
、
漁
獲
物
の
取
扱
い
及
び
積
付

け
並
び
に
異
常
な
気
象
及
び
海
象
の
条

件
に
起
因
す
る
例
外
的
な
力
に
よ
つ
て

生
じ
る
復
原
性
及
び
乾
舷

安
全
水
域
（
海
洋
法
に
関
す
る
国
際

連
合
条
約
第
六
十
条
４
（
同
条
約
第
八

十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

む
。）に
規
定
す
る
安
全
水
域
を
い
う
。）

に
留
意
し
た
、
海
洋
構
築
物
へ
の
接
近

難
破
物
そ
の
他
漁
具
に
危
険
を
及
ぼ

す
お
そ
れ
の
あ
る
水
中
障
害
物

〜

（
略
）

〜

（
略
）

漁
船
に
乗
り
組
ん
で
甲
板
部
の
当
直
を
行

う
職
員
は
、
漁
獲
物
の
積
付
け
に
当
た
つ
て

は
、
仕
向
港
へ
の
航
海
中
常
に
十
分
な
乾
舷

及
び
復
原
性
並
び
に
水
密
性
を
確
保
す
る
た

め
必
要
な
事
項
に
注
意
を
払
う
こ
と
。
こ
の

場
合
に
お
い
て
、
燃
料
及
び
食
糧
の
消
費
、

悪
天
候
の
危
険
性
並
び
に
特
に
冬
期
に
お
け

る
着
氷
が
生
じ
や
す
い
水
域
で
の
甲
板
の
露

出
面
へ
の
着
氷
の
危
険
性
を
考
慮
す
る
こ

と
。

（
新
設
）

２

機
関
部
に
お
け
る
当
直
基
準

２

機
関
部
に
お
け
る
当
直
基
準

（
略
）

（
略
）

当
直
の
引
き
継
ぎ
に
関
す
る
基
準

当
直
の
引
き
継
ぎ
に
関
す
る
基
準

一

（
略
）

一

（
略
）

二

当
直
の
引
継
ぎ
を
受
け
る
職
員
は
、
引

継
ぎ
を
受
け
る
前
に
、
機
関
室
内
の
装
置

の
安
全
な
操
作
に
関
す
る
一
般
的
及
び
特

定
の
条
件
に
留
意
す
る
ほ
か
、
引
継
ぎ
に

際
し
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
こ
と
。

二

当
直
の
引
継
ぎ
を
受
け
る
職
員
は
、
引

継
ぎ
に
際
し
、
次
の
事
項
を
確
認
す
る
こ

と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

（
略
）

（
略
）

漁
船
に
乗
り
組
ん
で
機
関
部
の
当
直
を
行

う
職
員
は
、
漁
獲
物
の
積
込
み
又
は
陸
揚
げ

に
必
要
な
装
置
及
び
バ
ラ
ス
ト
そ
の
他
船
舶

の
復
原
性
を
確
保
す
る
た
め
の
制
御
装
置
に

関
す
る
追
加
の
要
件
に
係
る
甲
板
部
職
員
の

要
求
に
つ
い
て
認
識
し
て
い
る
こ
と
。

（
新
設
）

３

無
線
部
に
お
け
る
当
直
基
準

３

無
線
部
に
お
け
る
当
直
基
準

（
略
）

（
略
）

Ⅲ

停
泊
中
の
当
直
基
準

Ⅲ

停
泊
中
の
当
直
基
準

１
〜
４

（
略
）

１
〜
４

（
略
）

そ

の

他

告

示

名

称

関

係

告

示

所

在

地

旧
御
所
水
道
ポ
ン
プ
室

令
和
二
年
文
部
科
学
省
告
示
第
四
十
八
号

京
都
府
京
都
市
山
科
区
日

ノ
岡
夷
谷
町
一
七

五
他

Ⅰ
品
種
登
録
出
願
の
番
号
及
び
年
月
日
、
出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
又
は
居
所
、
出
願
品
種
の
属
す
る
農

林
水
産
植
物
の
種
類
並
び
に
出
願
品
種
の
名
称

出
願
品
種
の
属
す

る
農
林
水
産
植
物

の
種
類

出
願
品
種
の
名
称

出
願
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び

住
所
又
は
居
所

品
種
登
録
出
願
の

番
号
及
び
年
月
日

C
a
n
n
a
b
is
sa
tiv
a

L
.

F
IN
O
L
A
2

Ja
m
es
C
la
y
to
n
C
a
lla
w
a
y

K
u
n
to
k
u
ja
6A
4,
F
I -70200

K
U
O
‑

P
IO
,F
in
la
n
d

第
38035号
令
和
７
年
５
月
15日

D
ia
n
th
u
s

ca
ry
o
p
h
y
llu
s
L
.

B
resk
179

B
reier

H
a
im
Ila
n

B
n
ei
Z
io
n
6091000,

Israel
第
38025号
令
和
７
年
５
月
12日

〃
B
resm

74
〃

第
38026号
令
和
７
年
５
月
12日

令和年月日 金曜日 第号官 報

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
二
十
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

総
務
大
臣

村
上
誠
一
郎

一

名

称

パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
2025
参
加
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
七
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
令
和
七
年
十
月
四
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

二
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

パ
ラ
オ
共
和
国

〇
財
務
省
告
示
第
二
百
五
十
二
号

関
税
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
百
五
十
号
）
第
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
石
川
県
の
一
部
の

地
域
に
お
け
る
関
税
に
関
す
る
申
請
期
限
等
を
延
長
す
る
件
（
令
和
六
年
財
務
省
告
示
第
二
百
六
十
九
号
）
に
お
い
て

別
途
財
務
省
告
示
で
定
め
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
期
日
は
、
令
和
七
年
十
月
三
十
一
日
と
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

財
務
大
臣

加
藤

勝
信

〇
文
部
科
学
省
告
示
第
八
十
七
号

文
化
財
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
十
四
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
七
年
九
月

十
九
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
表
に
掲
げ
る
登
録
有
形
文
化
財
の
登
録
を
抹
消
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ

き
告
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

文
部
科
学
大
臣

阿
部

俊
子

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
四
百
十
七
号

種
苗
法
（
平
成
十
年
法
律
第
八
十
三
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
品
種
登
録
出
願
及
び
同
法
第
二
十
一
条

の
二
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
届
出
を
受
理
し
た
の
で
、
同
法
第
十
三
条
第
一
項
及
び
第
二
十
一
条
の
二
第
三
項
の
規

定
に
基
づ
き
次
の
と
お
り
公
示
す
る
。

令
和
七
年
九
月
十
九
日

農
林
水
産
大
臣

小
泉
進
次
郎


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